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「中央新幹線（東京都・名古屋市間）環境影響評価書（山梨県）」の作成のポイント 

 

平成 26 年 4 月 23 日 

東海旅客鉄道株式会社 

 

１．視覚的な表示により予測結果をわかりやすく記載しました。 

・ 予測結果について視覚的により捉えやすくし、ご理解を深めていただけるよう、路線周辺の主に生

活環境に係る影響評価項目について、予測地点毎に基準とした地点からの離れに応じた予測値

を図上やグラフに示し、資料編に記載しました。 

・ 具体的には、騒音及び振動について、図上に基準とした地点からの離れごとに位置をプロットし予

測値を併記したほか、大気質、騒音、振動及び日照阻害については、離れに応じた予測値の変

化がわかりやすいようにグラフ化して記載しました。 

 

２．高下地区の特性を考慮し、ミゾゴイを含む生態系の影響検討を実施しました。 

・ 富士川町高下地区においては、確認されたミゾゴイについて、準備書では動物の重要種として影

響検討を実施していました。 

・ 同地区においては、谷地形の箇所に複数の施設を計画し、谷部とその周辺の湿地環境・樹林環

境にはミゾゴイが生息地を持つため、これらの事業特性及び地域特性を考慮し、同地区を含む巨

摩・赤石山地の里地・里山の生態系において、ミゾゴイを生態系の注目種として追加して選定し、

影響検討を実施しました。 

 

３．山梨リニア実験線の走行試験に係るデータ等を記載しました。 

・ よりご理解を深めていただけるように評価書には、山梨リニア実験線の走行試験に係るリニア特有

の事項に関するデータ等及び L0 系車両の走行試験での実測値について追記しました。 

・ 具体的には、リニア特有の事項として、列車の走行に係る騒音について、各音源の音響パワーレ

ベル及び防音防災フード区間と防音壁区間の境界部の騒音の予測イメージを資料編に記載しま

した。 

・ さらに、L0 車両系の走行試験での実測値（騒音、振動及び微気圧波）を資料編に記載しました。 

 

４．景観に係る影響検討内容や結果等についてわかりやすく記載しました。 

・ 特に地上部が連続する甲府盆地内においては、景観の影響検討の状況や予測結果等について、

よりご理解を深めていただけるように、社外の有識者で構成された景観検討会における検討過程

を準備書からさらに詳しく資料編に記載しました。 

・ また、予測結果のフォトモンタージュを拡大して、撮影条件やフォトモンタージュの概要を本編に

追記し、内容をよりわかりやすくしました。 

・ 甲府盆地全体における景観への影響程度が把握しやすいように、鉄道構造物が景観上確認でき

る可視領域及び鉄道構造物の存在による山岳部の眺望への影響程度を図で示し、資料編に記

載しました。 

・ 参考として駅部の近傍施設からの現況の眺望状況、高架橋及び駅ができた際の概ねの高さ等が

分かる眺望イメージを資料編に記載しました。 

 

 

【山梨県】 
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５．発生土の数量及び活用先を詳しく記載しました。 

・ トンネル工事に伴う発生土について、坑口ごとの発生量、現時点で想定している本事業での再利

用量や他事業での有効利用量等について、資料編に記載しました。 

・ 山梨県内においては、富士川町で発生する発生土を高下地区付近に計画する変電施設及び保

守基地の造成に再利用し、また早川町で発生する発生土の一部については、早川町の塩島地区

付近に計画する発生土置き場及び山梨県が計画している早川・芦安連絡道路等の造成において、

有効利用することを考えています。 

 

６．環境保全措置の内容をわかりやすく記載しました。 

・ 動物、植物及び生態系に係る主な環境保全措置の実施イメージを、写真などを用いて措置の内

容及び効果がよりわかりやすくなるように、資料編に記載しました。 

 

７．対応が難しい意見についても、よく検討したうえで、十分な内容で評価書に記載しました。 

・ 列車走行に係る騒音・振動、景観及び人と自然との触れ合いの活動の場等の項目において、多く

の予測地点の追加及び予測の再検討についてご意見をいただきました。 

・ 準備書においても、予測地点については事業特性や地域特性を踏まえた上で、本事業による影

響を適切に把握できる地点を選定して予測を行っているものと考えておりますが、よく検討し、評

価書においては、下記のとおり予測地点を追加して、予測を実施しました。 

・ 具体的には、列車走行に係る騒音・振動に関して、意見をいただいた配慮すべき施設についての

予測値を記載したほか、景観に関しては、森林総合研究所芝生広場の予測地点として追加すると

ともに、追加を求められたほとんどの地点（山梨リニア実験線区間と照明施設の影響が小さいと考

えられるダイヤモンド富士撮影ポイントを除く）について、今後、事業説明会等においてフォトモン

タージュを住民の皆様にお示しすることを記載しました。 

・ なお、景観の再予測については、意見をいただいた各予測地点における位置や方向から選定し

なかった理由を詳細に記載しました。 

・ また、人と自然との触れ合いの活動の場においては、森林総合研究所芝生広場、荒川サイクリン

グロード及び長沢川の 3 地点を予測地点として追加して、予測を実施しました。 

 

※詳細については、別紙を参照してください。 
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○評価書の作成のポイント（山梨県版） 

１．視覚的な表示により予測結果をわかりやすく記載しました。 

 

 

 

【騒音・振動における例 】 

●評価書での記載方：準備書では、基準となる地点での予測値のみを記載していましたが、 

評価書では、工事範囲境界等からの離れに応じた地点を図上にプロット

し、その位置での予測値を併記しました。 

・準備書の記載（評価書にも記載） 
 

 
・評価書での記載 

 

別紙 

予測地点毎に基準とした地点からの離れに応じた予測値を図上やグラフに 

示し、予測結果をわかりやすくしました。 

離
れ
に
応
じ
た
予
測
値
が
把
握 

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た 

（評価書資料編【山梨県】環 2-7-12 ページより）

（準備書【山梨県】8-1-2-34 ページより）
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【日照阻害における例 】 

●評価書での記載方：準備書では、予測値として敷地境界での日影時間のみを記載していま

したが、評価書では、敷地境界からの距離に応じた日影時間をグラフ化

しました。 

・準備書の記載（評価書にも記載） 

 

・評価書での記載 

 

  

敷地境界での日影時間だけでな

く、敷地境界からの距離に応じた

日影時間の変化が把握できるよう

になりました 

（評価書資料編【山梨県】環 10-2-7 ページより）

（準備書【山梨県】8-3-4-12 ページより）
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２．高下地区の特性を考慮し、ミゾゴイを含む生態系の影響検討を実施しました。 

 

 

 ●評価書での記載方：ミゾゴイについて、準備書では「動物」の重要種として予測及び評価

を行いましたが、評価書では、高下地区の事業特性及び地域特性を考

慮し「生態系」の注目種として追加して選定し、予測及び評価を行い

ました。 

【 生態系の注目種の選定状況（山梨県）】 

 

【 ミゾゴイのハビタットの状況 】 

  

  

（参考） 

重要種： 

学術上又は希少性の観点から 

重要な種、重要な群落 

注目種等： 

概括的に把握される生態系の 

特性に応じて、上位性（生態系

の上位に位置する）、典型性、

（地域の生態系の特徴を典型的

に表す）、特殊性（特殊な環境

であることを示す指標となる）

の視点から注目される動植物の

種又は生物群集 

巨摩・赤石地域の里地・里山の生態系の 

典型性の注目種として、ミゾゴイを選定 

しました 

ミゾゴイを生態系の注目種として追加して選定し、予測及び評価しました。 

左表（評価書【山梨県】8-4-3-131 ページより）

下図（評価書【山梨県】8-4-3-132 ページより）

（評価書【山梨県】8-4-3-51 ページより）

表 8-4-3-8 予測対象とする地域を特徴づける生態系における注目種等の一覧 
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●評価書での記載方：L0 系車両の走行試験での実測値（騒音、振動及び微気圧波）を記載し

ました。 

 

【 L0 系車両の測定結果：騒音における例 】 

 
 

 

 

 ※先行区間における走行試験の測定結果に基づいた予測値との比較も 

できるように記載しました。 

 

  

L0 系車両の走行試験での実測値を記載しました。 

実測値

予測値

実測値

予測値

（評価書資料編【山梨県】環 2-13-1 ページより）
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４．景観に係る影響検討内容や結果等についてわかりやすく記載しました。  

 

 

●評価書での記載方：高架橋や長大橋梁等について、構造及び形状等の決定過程において比

較検討した複数案を記載し、景観検討会における検討過程をより詳細に

記載しました。 

 

【桁式高架橋における検討過程の例 】 

【 リブ形状の検討過程 】 

 

【 橋脚の検討過程 】 

 
 

※上記に示すもの以外にも「橋脚歩道」や「排水管」、「桁形状」の比較検討の過程についても

資料編に記載しました。 

 

 

景観検討会における検討過程をさらに詳しく記載しました。 

（評価書資料編【山梨県】環 17-1-3 ページより）

（評価書資料編【山梨県】環 17-1-4 ページより）
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●評価書で
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５．発生土の数量及び活用先を詳しく記載しました。 

 

 

 

●評価書での記載方：トンネル工事に伴う発生土について、坑口ごとの発生量、現時点で想定

している本事業での再利用量や他事業での有効利用量、発生土置き場の

状況等の情報について、記載しました。 

 

 

 

 

坑口ごとの発生量及び活用先（本事業での再利用量、他事業での有効利用量等）
の情報を記載しました。 

（評価書資料編【山梨県】環 18-1-3 ページより）

（評価書資料編【山梨県】環 18-1-3 ページより）
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６．環境保全措置の内容をわかりやすく記載しました。 

 

 

●評価書での記載方：動物、植物及び生態系に係る主な環境保全措置の実施イメージを、写

真などを用いて措置の内容及び効果がよりわかりやすくなるように、記

載しました。 

【「動物」における例 】 

 
 

 

主な環境保全措置の実施イメージを写真などを用いて記載しました。 

（評価書資料編【山梨県】環 14-5-3 ページより）

（評価書資料編【山梨県】環 14-5-4 ページより）



 

- 山梨 別紙 10 - 

 

７．対応が難しい意見についても、よく検討し、十分な内容で評価書に記

載しました。 
 

 

 

 

 

 

【列車走行に係る騒音・振動における例 】 

●評価書での記載方：準備書においても、予測地点については事業特性や地域特性を踏まえ

た上で、本事業による影響を適切に把握できる地点を選定して予測を行

っているものと考えておりますが、よく検討し、評価書においては、配

慮すべき施設として挙げられた施設位置での列車走行に係る騒音・振動

の予測値を記載しました。 

 

 

（ 列車走行に係る騒音の予測値 ） 

 

  

列車走行に係る騒音・振動、景観及び人と自然との触れ合いの活動の場等の 

項目において、多くの予測地点の追加及び予測の再検討についてご意見を 

いただきましたが、これに対しては、予測値を示したり、予測地点を追加して

予測を実施したりするなど、十分な内容で評価書に記載しました。 

（評価書【山梨県】6-3-26 ページより）
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【予測地点の追加例】 

●評価書での記載方：準備書においても、予測地点については事業特性や地域特性を踏ま

えた上で、本事業による影響を適切に把握できる地点を選定して予

測を行っているものと考えておりますが、よく検討し、評価書にお

いては、景観において 1地点、人と自然との触れ合いの活動の場に

おいて 3地点を予測地点として追加して、予測を実施しました。 

 

（ 景観：森林総合研究所芝生広場 ） 

 
 

 

（ 人と自然との触れ合いの活動の場：荒川サイクリングロード ）

（評価書【山梨県】8-5-1-41 ページより）

（評価書【山梨県】8-5-2-16 ページより）
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